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北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　４月　３日（土）
司会　松橋　直子　　　記録　水上　由佳子
	市島
	佐々木
	松橋
	中野
	滝田
	小泉
	岩藤
	本川
	小林
	三浦

	公休
	○
	○
	公休
	深夜
	公休
	○
	公休
	準夜
	○

	赤坂
	加藤
	中村
	音喜多
	水上
	半澤
	山田
	佐藤
（栄）
	
	

	準夜
	欠勤
	公休
	○
	○
	○
	公休
	深夜
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・4/9(金)15時半から食事サービス委員会が開催されます。出席者は赤坂ＣＷです。次回の出席者については勤務表が出来次第お知らせします。

・佐々木　尚子様についての情報です。本日、お母様のみが来院され入院はせず内服薬4日分受け取って帰られています。夜間問い合わせの電話がありましたら対応をお願いします。

・春の会の会費(5000円)を勤務表が出来次第、支払う様にして下さい。

・4/16(金)から看護計画を新しく立案していきます。各担当患者様の看護計画の最

終評価を行って下さい。又、人事異動があるので各受け持ち患者様の引き継ぎ事項など情報交換を行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・上村　みわ様～鼻汁継続している事から、本日の夕からＰＬ 3Ｐ 3×3日分臨時処方となっています。鼻汁の有無観察を行っていきましょう。

・板橋　雅勝様～昨日、心電図実施予定でしたが外泊中であった為、後日実施する予定としています。検査伝票は中野検査技師が管理しています。
　　　　　　　　本日9時～4/6(火)17時まで葬儀・火葬の為外泊しています。

昨日、外出より帰院後は疲労感の訴え聞かれず御家族は、夜間も休めており落ち着いていたと話されていました。外泊から帰院後、服薬の確認・睡眠状況の確認・疲労感の有無の確認を行っていきましょう。

・布施　邦雄様～本日10時～4/5(月)16時まで外泊へ行っています。御家族へ現在、ニヤツキあり気分の高揚さ見られているが日課へは支障はない事伝えています。又、目的である掃除をきちんと行ってくる事と服薬を確実にミスなく行なう様本人・御家族へ伝えています。外泊から帰院後、外泊中の様子の確認・帰院後の精神症状の観察を行っていきましょう。

・清川　厚子様～担当スタッフと本人様で退院に向けて今自分に何が必要なのかを

　　　　　　　　話し合っています。本人様、金銭管理と間食が必要だと話されており、以前から「間食を自己管理したい」と訴えていました。　

間食を今まで使用していた日課チェック表に間食欄を付け加えました。今まではノートにカロリーを記載していましたが、日課表のほうにカロリーを細かく記載して頂きます。(例：食事の際に食べた納豆などのカロリーも記載)

一番下にある欄は、毎週水曜日・日曜日の買い物や外出泊で何を買ってきたか書いて頂きます。(例：日付・買ってきた物の名前・個数・賞味期限)

　　　　　　　　新しい日課表は4/5(月)から使用していきます。引き続き、各勤務帯で確認をお願いします。介入の仕方で本人様が日課を行わず日課表を持ってきた場合は、ある程度の声掛けして行ってもらう様に統一していきましょう。

＜ＧＡＦについて＞

・4/1(木)から深夜帯にてＧＡＦを実施しています。ＧＡＦについて佐々木JGMより説明を行っています。リーダーを行うスタッフは必ず資料を確認して下さい。

・今年度患者様1人/日あたり10900円　次年度患者様1人/日あたり10500円

　－400円の減収となります。GAF加算をする事により、400円増収になる為昨年度と同じ入院料となります。

【ＧＡＦとは？】

　・患者様の精神状態の評価(0点～100点まである)

【重症者加算について】

　・精神科療養病棟入院料算定病棟(西・北病棟)においてGAF40以下の患者様を対象に40点の加算となる。

　・重症者加算 ＋40点/日

【算定要件】

　・医師による判定

　・算定する日において当該当者のGAF尺度による判定が40以下の場合

　【算定要件の解釈と対応】

　・毎日判定すれば加算が可能である事から、各主治医別に評価を実施していく。

　・土日祝日に関しては、その日の日直医の評価とする。

【評価体制・手順について】

　・評価に関しては、日々の評価(重症度のチェック)は看護サイドで実施し、週1回主治医の診察時に報告し、主治医へ確認してもらいサインしてもらう。

　・土日祝日関しては、病棟で評価後に日直医へ提出し確認・サインをしてもらう。

　・看護記録書式のフローシートにGAF評価欄を追加し、看護サイドでも確認できる体制とする。

【算定について】

　・当月分の評価表を月末に病棟サイドで評価漏れがないか確認をする。

　・GAF評価ファイルごと医事へ提出し、算定日の確認・照合と請求作業を実施する。

【加算請求後の処理について】

　・医事での算定作業終了後に、ファイルごと各病棟へ戻し、各患者様のカルテへ原本をファイリングする。

【評価・算定の順番】

　①病棟毎にファイルの準備とファイリング

↓

　②日々の評価は、各病棟に患者受持ちスタッフが実施し記載する。

　　各評価表ならびに看護フローシートへの評価記載の実施

　　　　　　　　　　↓

　③主治医診察時に患者の評価内容の確認を取ってもらいサインを頂く。(週1回)

　　≪主治医不在日の場合≫…日勤出勤の医師へ依頼

　　≪土日祝日の場合≫…日直医へ依頼→その日の午後に日直医からサインをもらう。

　　　　　　　　　　↓

　④月末に各病棟で各患者様の評価ならびにサインの確認

　　　　　　　　　　↓

　⑤ファイル毎医事へ提出し、医事にて算定日の確認・照合と請求作業

　　　　　　　　　　↓

　⑥医事で請求作業終了後ファイルを病棟へ戻す

　　　　　　　　　　↓

　⑦病棟では、各患者様のカルテへ原本をファイリング(診療記録の後)する。

【その他】

　・患者様が外泊(2泊や3泊)の場合は、ファイルへは特記事項に外泊と書き×を書いて下さい。カルテのフローシートには外泊と記入してください。　

　・現在、北病棟の全患者様点数は40点以下となっています。































































